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(m
説
話
の
近
代
)

特
集
一
説
話
の
脱
領
域

説
話
体
作
家
の
登
場
|
物
語
と
し
て
の

。
説
話
体
作
家
。
と
聞
い
て
想
起
さ
れ
る
名
は
さ
ま
ざ
ま
あ
ろ
う

が
、
こ
こ
で
は
〈
説
話
〉
な
る
も
の
の
近
代
史
を
に
ら
み
な
が
ら
、

そ
の
二
、
三
の
登
場
場
面
を
た
ど
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
説
話
」
|
|
『
西
洋
列
女
伝
」

-
明
治
初
期
の

か
ら

明
治
ロ
(
同
可
申
)
年
日
月
お
日
開
版
の
「
西
洋
列
女
伝
』
(
宮
崎
嘉

国
抄
訳
、
上
下
二
冊
、
錦
森
堂
蔵
版
)
に
は
、
計
5
例
の
「
説
話
」
の

語
が
見
え
る
。
そ
れ
ら
を
本
書
の
原
拠
、
巴
一
N

与
丘
町

ω
Eユ
一
口
問
著

2
Z
o
E
o
ロ
2
円山印

O同
君
。
目
白
ロ
|
何

M
ω
E
1
2
0同
司

O
B
m
-
o

n
o
z
s
m
o
g仏
〈

E
c
o
-
-
(同∞品∞
-
F
o
E
oロ
)
に
用
い
ら
れ
た
語
と

対
照
し
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

も
の
が
た
り

O
「
暫
く
説
話
せ
し
後
」
(
上
・
孝
行
6
)

〉
同
件
。
円

m
O
B
o
-
-
E
O
H】
ユ
〈
巳
o
h凡な
8
5抵
当
X
Z
F
2

0
「
此
の
知
き
説
話
の
為
に
」
(
上
・
孝
行
6
)

。
ロ
同
町
内
凶
丹
ぬ
町
内
む

Nh芯『

会竹
t村:信
2r台

「
ア
ル
パ

l
チ
が
右
の
説
話
を
な
せ
し
間
」
(
下
・
貞
操
日
)

〉
∞
〉

5
R巴
者
自
民
巳
宮
h
E
O
F一
印
ぬ
町
内
ミ
ミ

は
な
し

@
「
葱
に
又
右
の
説
話
と
同
じ
く
」
(
上
・
孝
行
7
)

m，『
0
5
5
0
宮・

0の
め
門
出
ロ

m
E
C
m丹
江

OC印
包
送
、
~
n
o同

5
0

HU04号
。
円
。
町
民
-
一
色
丘
町

onzoロ

固
な
し

V

「
左
に
挙
る
所
の
最
も
人
心
を
感
動
す
べ
き
説
話
」
(
上
・
孝
行

6
)
 

吾
O

向。=04号
一
口
問
〈
O

ミ

-102-

U
P
Z同
O
門
戸
。

と
お
培
、
『
む
と
ゼ
向
。
¥
h
b
h
H
h

nN」
町
一
甲
同
町

そ
の
他
、
「
は
な
し
」
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
訓
を
含
む
例
に
は
、

は
な
し

O
「
談
話
す
る
を
聞
く
に
」
(
上
・
友
愛
6
)

同
司

O
E
5
0
8
M
N
q
h
aミ
守
MN

い
つ
き
だ
ん

O
「
一
奇
語
」
(
上
・
孝
行
1
)

め
づ
ら
し
き
は
な
し

ω
月
ヨ
R
W
P
E
o
n
Eミ
g
r
o『

E
U
-
-】一
o
q

H
M

な
し

「
古
来
友
愛
の
尤
も
深
く
し
て
感
ず
べ
き
一
話
あ
り
」
(
上
・
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友
愛
6
)

5
0
『
o=。
者
一
ロ
ね
え
。
ミ
・
さ
y
k
y
u
oロ
0
0同
5
0
E
O凹門

匂何回

5
2
k
mロ
a
z
z
z
E
Z
m
a
h
H送、
~
2
0『回目白件。ユ山、

ロ『向。
nzoコ
。
芯
司
会
リ
。
可
、

「
最
も
人
心
を
感
動
す
べ
き
一
話
」
(
下
・
慈
母
3
)

p
g
c
n
z
z
m
a
g与
な
え
自
己
R
口
白
一
色
な
三
宮
ロ

い
つ
き
だ
ん

O
「
一
奇
語
」
(
下
・
貞
操
日
)

ロ
ヨ
O凹円円
ocnzzm
宮
伺
芯
ミ
内
向
。
同
丘
町
め
の
己
Oロ

。
「
ホ
レ
イ
ン
、
コ
ワ

l
タ
I
リ
l
、
レ
ウ
イ
エ
!
と
云
へ
る
雑

い
っ
き
だ
ん

誌
中
に
一
奇
語
を
載
た
り
。
」
(
下
・
慈
母
4
)

〉
当
ユ
件
。
円
。
同
門

}HOZ司
oコ
ニ
関
口

O
Z
E・Z
ユ
M
1

問。
i
o者
Z

円。
z
z
m
F
O
内。
=04弓
一
口
問
ぬ
芯
同
町
、
。
町
向
。
同

5
0
1
m
m
c
m

原
拠
の
語
棄
と
訳
語
と
の
不
対
応
が
目
立
つ
が
、
「
は
な
し
」
「
も
の

が
た
り
」
が
談
話
行
為
(
色
m
g
E
g
o
-
n
S
2
2
2
Zロ
O
印
)
と

話
語

(
O印
)
の
両
義
に
用
い
ら
れ
、
「
説
話
」
も
両
様
に
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
話
語
義
例
で
最
も
我
々
の
興
味
を
ひ
く

の
は
、
口
問
司
自
己
〈
0
0同
F
E
O〈
O
E
の
訳
語
と
し
て
の
「
説
話
」

だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
説
話
」
が

m
R
Oロ
再
(
報
告
)
、

g
目
立
。
(
事
例
)

の
訳
語
で
あ
り
、
「
一
奇
語
」
が

O
U
S
E
-
o
(例
)
、
吉
田
冨
ロ

8
(実

例
)
、
山
口
ゅ
の
仏
O
Z
(逸
話
)
の
訳
語
、
「
一
話
」
が

5
0
m
gミ
当
E
n
r

u
。
ロ
ゆ
え

F
o
a
m
B
1
2
0同
:
・
。
ロ
円
ゅ
の
O
E
(例
話
)
の
訳
語

シ
ニ
ア
イ
ア
ン
は
な
し

と
さ
れ
て
い
る
の
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
記
号
「
説
話
」

の
内
容
が
。
出
来
事
の
語
り
。
で
あ
り
、
奇
語
・
逸
話
と
し
て
報

説話体作家の登場一一物語としての

告
・
実
例
・
た
め
し
の
意
義
を
に
な
う
も
の
と
認
知
さ
れ
て
い
た
事

情
を
教
え
る
。
さ
ら
に
、

v
「
抑
々
此
婦
人
は
微
賎
な
る
者
な
れ
ど
も
終
身
其
道
徳
の
高
き

せ
う
せ
つ

は
小
説
に
載
す
る
所
の
ジ
エ
ニ

l
ヂ
ン
ス
の
品
行
に
訪
梯
た

よ
み
日
ん

る
者
に
て
」
(
上
・
友
愛
5
)

、
H，
F
S
F
ロ
E
E
o
E
a
i門
吉
山
-
℃
g
n
z
m
O円
四
一
ロ
円
。
包
】
氏
。
岳
ぬ

ぐ一三口
g
君
津
町

4
4
E
n
z
h円凡なお

E
S
E〈
g
Z円四
5
0
-
B
ω
m
-

EωH・可

nymロ・
ω
2
2
0同
』
開
〉
ZHH山
口
問
〉
zm-

よ
み
ほ
ん

の
事
例
を
も
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
〈
小
説
〉

H
2
2
E口
、
〈
説
話
〉

H

E
R丘町司
0
0同
吾
E
2
0
E
L
5
2
a
o
F
m
n
n
o
z己
と
の
差
異

化
も
果
た
さ
れ
て
い
た
と
知
れ
る
。

原
著
序
文
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

女
性
の
優
秀
さ
に
つ
い
て
物
語
る
あ
ち
こ
ち
の
記
録
(
印

g寸

Z
Z仏
5
8邑
印
)
を
丹
念
に
読
む
な
か
で
、
私
は
心
地
よ
き

(
1
0
B
R
O
)
を
感
じ
た
。
そ
の
心
地
よ
き
は
、
一
つ
の
面
白

い
選
集
が
そ
れ
ら
の
記
録
か
ら
作
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
し

て
そ
れ
は
教
訓
的
(
吉
m
H
2
2
-
s
v
と
い
う
だ
け
で
な
く
実
用

的

(
5
0
E乙
で
あ
る
こ
と
を
自
ず
か
ら
示
す
だ
ろ
う
と
い
っ

た
思
い
に
私
を
駆
り
立
て
た
。
格
言
(
胃

2
8同
)
よ
り
も
事

例

(
O
M
何
回
目
立
。
)
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
よ
く
言

わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
思
い
を
後
押
し
し
、
人
生
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や
試
練
を
前
に
し
た
時
に
最
良
の
糧

と
な
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
説
話

(
E
q州淳一
g
m
)
が
選
ば
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れ
て
い
っ
た
。
(
取
意
)

記
録
繕
読
の
愉
楽
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
説
話
集
編
纂
へ
の
意
欲
、
格

言
に
ま
さ
る
説
話
の
意
義
へ
の
信
頼
、
説
話
集
編
纂
に
目
論
ま
れ
る

現
実
的
効
用
(
認
識
媒
体
の
提
供
)
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
説
話
集
編

者
に
よ
る
著
述
モ
テ
ィ

l
フ
、
説
話
観
の
開
陳
と
い
っ
た
も
の
だ

が
、
訳
書
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

此
の
書
は
・
・
・
・
・
・
と
題
せ
る
書
中
よ
り
抄
訳
す
る
も
の
に
し
て
専

ら
婦
女
子
に
之
を
読
し
め
て
以
て
其
志
気
を
興
起
せ
ん
こ
と
を

希
ふ
な
り
。
:
:
:
今
此
の
書
の
知
き
は
僅
々
た
る
小
冊
子
と
睡

も
、
其
孝
行
の
部
は
以
て
孝
行
の
心
を
起
す
べ
く
、
其
貞
操
の

部
は
以
て
貞
操
の
心
を
興
す
べ
し
。
其
他
友
愛
の
部
、
慈
母
の

部
と
も
に
之
を
語
読
体
認
し
、
其
朗
に
行
ひ
得
は
、
亦
以
て
婦

女
子
の
義
務
を
尽
す
に
足
り
な
ん
か
。
(
下
略
)

ジ
エ
ン
ダ

t

両
者
序
文
に
は
、
発
話
の
地
平
(
性
差
や
著
述
企
図
)
の
異
な
り

に
由
来
す
る
差
異
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
み
れ
ば
、

〈
説
話
〉
語
り
の
意
義
や
効
用
に
関
す
る
ほ
ぽ
同
様
の
理
解
が
見
て

取
れ
よ
う
。
ま
た
、
訳
書
の
名
に
「
列
女
伝
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る

所
に
は
、
漢
土
史
書
「
列
女
伝
」
部
や
『
古
列
女
伝
』
に
擬
す
る
意

図
も
窺
え
、
「
伝
」
の
一
語
に
囚
わ
れ
て
穿
て
ば
、
伝
承
性
を
め
ぐ

る
〈
説
話
〉
理
解
も
そ
な
わ
っ
て
い
た
と
推
し
う
る
。

-
翻
訳
の
言
語
場
と

F

説
話
体
作
家
。

も
ち
ろ
ん
、
「
西
洋
列
女
伝
』
の
語
例
か
ら
察
せ
ら
れ
る
叙
上
の

〈
説
話
V

観
を
明
治
初
期
の
と
一
般
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
吟
味
を

必
要
と
す
る
。
周
知
の
と
お
り
、
明
治
7

2
∞
立
)
年
日
月
2
日
発

は

な

し

刊
の
『
読
売
新
聞
」
に
当
初
も
う
げ
ら
れ
た
「
説
話
」
欄
の
中
身

は
、
第
1
号
に
見
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
随
想
(
『
読
売
新
聞
百
年
史
』

資
料
・
年
表
編
に
は
「
解
説
欄
の
は
じ
め
」
と
あ
る
)
と
称
す
べ
き

も
の
で
あ
る
。
「
西
洋
列
女
伝
」
か
ら
推
察
し
た
〈
説
話
〉
観
に
応

ず
る
記
事
は
む
し
ろ
「
新
聞
」
欄
に
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
説
話
」
用

法
は
文
字
通
り
「
は
な
し
」

H
a
u
g
R
Z
(談
話
)
な
の
で
あ
る

(
円
朝
『
怪
談
牡
丹
灯
寵
』
序
調
の
「
説
話
」
用
例
も
同
)
。
「
西
洋
列
女

伝
』
の
言
語
場
の
吟
味
を
必
要
と
す
る
所
以
だ
が
、
こ
れ
に
は
菊
池

大
麓
訳
「
修
辞
及
華
文
』
(
チ
ェ
ン
パ

l
『
国
民
須
知
」
、
明
治
ロ
年
5

月
)
の
、心

志
ヲ
鼓
舞
激
励
ス
ル
事
業
ノ
説
話
、
或
ハ
辛
ク
シ
テ
虎
口
ヲ

脱
シ
水
火
ノ
変
故
ニ
遭
遇
シ
注
昨
手
ニ
汗
ス
ル
如
キ
ノ
状
、
或

ハ
読
者
ヲ
シ
テ
痛
椀
腸
ヲ
断
タ
シ
ム
ル
境
、
或
ハ
初
メ
ニ
思
難

辛
苦
ア
経
歴
シ
テ
終
リ
ニ
康
楽
ヲ
享
ク
ル
ニ
至
ル
男
女
離
合
ノ

情
話
等
ハ
、
能
ク
人
ノ
心
意
ヲ
奪
ヒ
、
其
本
境
ヲ
脱
シ
テ
夢
境

ヱ
ピ
ヲ
タ

ニ

入

ル

ノ

想

ア

ラ

シ

ム

(

「

史

詩

」

)

が
参
考
に
な
ろ
う
(
他
2
例
も
同
用
法
。
右
引
用
は
坪
内
池
遥
「
小

説
神
髄
』
に
も
所
見
)
。
こ
れ
は
ロ

R
E巴
〈
0

0

同
岳
0

0
〈

g門

H
「説

話
」
の
語
義
が
対
応
す
る
。
「
修
辞
及
華
文
』
は
そ
の
冒
頭
に
、

而
シ
テ
此
文
学
ノ
包
括
ス
ル
所
博
シ
。
夫
ノ
詩
歌
ノ
著
作
ヨ
リ

散
文
ノ
伝
話
、
細
説
、
批
評
等
ノ
事
ノ
天
人
ニ
関
ス
ル
者
井
ニ

匿
史
編
年
記
伝
、
人
間
ノ
崇
福
ニ
関
ス
ル
教
道
ノ
談
論
、
人
ノ

品
位
事
業
行
為
ニ
属
ス
ル
賛
論
意
見
等
ノ
、
或
ハ
嘆
シ
或
ハ
猷
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シ
或
ハ
喜
ヒ
或
ハ
怒
ル
ベ
キ
者
、
皆
此
中
ニ
ア
リ
。

E
ツ
定
時

発
党
ノ
雑
誌
ノ
如
キ
モ
亦
皆
此
部
類
ニ
属
ス
ヘ
シ
ト
ス
。

と
記
す
が
、
こ
の
「
文
学
」
に
つ
い
て
の
広
範
な
規
定
も
、
「
西
洋

列
女
伝
」
中
、

ぷ
ん
が
〈

「
ジ
ェ
ム
ソ
ン
女
が
著
し
た
る
目
耳
呈
国
技
芸
文
学
及
び
風
俗

の
略
説
と
題
せ
る
書
中
に
」
(
上
・
友
愛
6
)

冨
『
印
・
』
ロ
ヨ
m
m
o
p
E
Z
2
2印
W
Eの
y
g
。
同
〉
ユ
-
ピ
Z
E
-

Z
円
0
・

mロ門同

n
y
m
g一
円
日
円
。
円
一
口
の
ゆ
『
宮
山
口
山
、
=

と
あ
る
「
文
学
」
の
訳
語
に
対
応
し
て
い
よ
う
。
「
修
辞
及
華
文
』

は
文
部
省
「
百
科
全
書
」
の
一
つ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
(
柳
田
泉

『
西
洋
文
学
の
移
入
」
等
)
、
「
西
洋
列
女
伝
」
と
の
訳
語
の
対
応
に
は

そ
う
し
た
事
情
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
ま
れ
こ
う
し

て
、
叙
上
の
「
説
話
」
用
例
を
も
っ
『
西
洋
列
女
伝
』
の
言
語
場

は
、
洋
学
と
そ
の
翻
訳
の
世
界
に
か
か
わ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

洋
学
と
翻
訳
の
言
語
場
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
数

多
く
の
テ
キ
ス
ト
、
特
に
小
説
テ
キ
ス
ト
が
訳
出
さ
れ
た
。
そ
の

詳
細
は
石
川
厳
撰
『
〈
明
治
/
初
期
〉
戯
作
年
表
」
、
柳
田
泉
「
年
代

順
に
見
た
西
洋
文
学
の
移
入
」
(
前
掲
書
所
収
)
、
明
治
文
学
全
集
叩

『
明
治
芸
術
・
文
学
論
集
」
、
同

7
『
明
治
翻
訳
文
学
集
」
「
解
題
」

な
E
が
よ
く
教
え
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
冒
頭
「
愛
ニ
説
キ
起
ス
話
柄

ハ
」
末
尾
「
:
:
:
ニ
別
レ
テ
英
国
ニ
帰
リ
子
孫
繁
栄
シ
テ
其
家
倍
々

シ
カ
イ
フ

盛
昌
ヲ
致
セ
リ
ト
云
爾
。
」
(
明
治
日
年
『
〈
欧
州
/
奇
事
〉
花
柳
春
話
』
)
、

ト
キ
ヲ
コ

官
頭
「
蛮
ニ
説
起
ス
一
場
ノ
怪
談
ア
リ
。
」
末
尾
「
嘆
キ
シ
ハ
夢
カ

説話体作家の登場一一物語としての

ト
思
ハ
ル
、
パ
カ
リ
ナ
リ
ト
ゾ
」
(
明
治
日
年
『
〈
開
巻
/
驚
奇
〉
龍
動

鬼
談
」
)
と
、
首
尾
が
〈
説
話
〉
語
り
の
体
裁
を
と
る
も
の
も
多
い
。

ま
た
、
訳
者
た
ち
の
多
く
は
「
奇
事
」
「
奇
語
」
の
興
に
引
き
寄
せ
、

ら
れ
た
人
々
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
訳
者
た
ち
の
心

意
を
伝
え
、
「
話
説
」
の
語
も
見
え
る
明
治
7
年
「
〈
西
洋
/
孝
子
〉

ν
ク
チ
ユ

1
ル

流
別
奇
談
』
の
序
文
を
と
り
あ
げ
て
お
こ
う
。

ヲ
サ

/
¥
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
I
I
l
l
i
-
-
-

方
今
西
洋
学
盛
大
に
及
び
、
了
事
外
邦
の
往
事
伝
聞
も
横
文

に
録
し
て
最
詳
な
り
。
中
に
も
仏
国
に
造
れ
る
話
説
あ
り
、
之

を
翻
訳
し
て
秘
す
る
人
あ
り
。
予
素
よ
り
好
癖
あ
れ
ば
、
其
書

を
乞
て
模
採
し
、
之
に
画
図
を
挟
み
、
洋
学
執
心
の
婦
幼
童
男

の
伽
と
す
。
そ
の
伝
実
に
倭
人
の
性
情
に
も
恥
劣
な
き
事
感
ず

る
に
堪
た
り
。
親
子
夫
婦
の
恩
愛
深
情
、
患
苦
を
嘗
て
志
願
を

遂
る
、
査
勉
強
忍
耐
の
至
誠
一
に
あ
れ
ば
、
文
明
開
化
の
聖

代
、
披
閲
の
君
子
ひ
と
へ
に
志
を
採
用
あ
ら
ば
、
編
者
の
幸
甚

し
か
ら
む
と
序
す
。

該
書
は
「
孝
行
」
「
友
愛
」
「
貞
操
」
「
慈
母
」
の
事
績
の
蒐
集
訳
書

で
あ
る
『
西
洋
列
女
伝
』
の
先
限
と
も
称
す
べ
き
も
の
だ
が
、
さ
ら

に
こ
の
序
文
は
、
「
往
事
伝
聞
」
を
「
話
説
」
と
言
い
換
え
て
「
西

洋
列
女
伝
』
同
様
の
〈
説
話
〉
観
を
呈
し
、
行
文
に
「
西
洋
列
女

伝
」
原
著
序
文
(
前
掲
)
と
ほ
ぽ
等
し
い
か
説
話
集
編
者
。
の
相
貌

を
窺
わ
せ
て
も
い
る
。

す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
「
説
話
」
の
語
は
近
世
以
前
に
も

散
見
さ
れ
、
近
世
戯
作
の
中
に
は
、
中
国
白
話

(
H
g
q巳
守
0

0

同

ロ
ら
い
や
も
の
が
た
り

F
o
g
g同
)
の
影
響
下
、
す
で
に
『
〈
報
讐
/
奇
談
〉
自
来
也
説
話
」
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(
文
化

3
2
g
g
年
刊
)
な
ど
、
「
説
話
」
の
語
を
含
む
書
名
も
現

れ
て
い
た
(
小
峯
和
明
「
説
話
の
輪
郭
」
〈
「
文
学
』
N
O
S
-

吋
〉
)
。
翻
訳

物
の
「
説
話
」
へ
の
付
訓
「
は
な
し
」
「
も
の
が
た
り
」
か
ら
見
て
、

訳
語
「
説
話
」
は
戯
作
世
界
の
「
説
話
」
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
『
由
来
也
説
話
』
は
、
明
治
叩
年
代
後
半
の
近
世
戯
作
「
翻
刻

プ
1
ム
」
の
な
か
で
翻
刻
出
版
さ
れ
た
ら
し
い
が
(
前
田
愛
「
明
治

初
期
戯
作
出
版
の
動
向
」
〈
『
近
代
読
者
の
成
立
』
所
収
〉
)
、
こ
う
し
て

み
る
と
、
近
世
以
来
の
戯
作
出
版
と
そ
の
受
容
が
続
い
た
明
治
初

期
、
そ
の
同
じ
地
平
に
翻
訳
の
言
語
場
も
聞
か
れ
、
近
世
以
来
の

「
説
話
」
「
話
説
」
用
法
や
「
奇
事
」
「
奇
語
(
談
)
」
へ
の
関
心
が
維

持
さ
れ
る
な
か
、
訳
語
選
択
に
お
い
て

2
2
Zロ
H

「
小
説
」
、
ロ

R
・

5
E
d
oご
町
民

2
2
F
g
R色
O
F
m
R
0
5で
H

「
説
話
」
「
話

説
」
の
差
異
化
を
図
り
つ
つ
相
応
の
〈
説
話
〉
観
が
醸
成
さ
れ
る
と

と
も
に
、
訳
者
た
ち
の
う
ち
に
は
か
説
話
体
作
家
。
的
言
語
主
体
も

成
立
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

翻
訳
物
は
単
行
の
出
版
物
だ
け
で
は
な
く
、
新
聞
・
雑
誌
に
も
掲

載
さ
れ
た
。
泉
鏡
花
「
名
媛
記
』
(
明
治
お
(
5
0
0
)

年
)
に
は
「
這

少
年
は
(
引
用
者
補
、
学
校
寄
宿
舎
の
)
談
話
室
に
備
へ
で
あ
っ
た
、

郵
便
報
知
新
聞
の
、
行
商
り
う
し
あ
す
が
、
鹿
法
使
の
薬
を
間
違
へ

て
、
瞳
馬
に
な
っ
て
蓄
積
の
花
を
食
べ
る
話
、
ま
た
鴻
の
鳥
に
な
っ

た
ほ
へ
み
や
の
国
王
の
話
な
ど
に
魅
入
ら
れ
て
」
と
あ
る
。
『
郵
便

報
知
新
聞
』
翻
訳
物
の
読
者
た
る
履
歴
を
も
ち
(
明
治
口
(
昆
∞
品
)

年
真
愛
学
校
に
転
学
。
日
歳
。
同
校
購
読
の
同
新
聞
を
愛
読
〈
小
林

輝
治
「
石
川
近
代
文
学
全
集
1
泉
鏡
花
』
年
譜
〉
)
。
尾
崎
紅
葉
に
師
事

し
た
泉
鏡
花
は
、
翻
訳
の
言
語
場
の
〈
説
話
〉
観
の
受
容
者
と
し

て
、
ま
た
近
代
戯
作
小
説
の
継
承
者
と
し
て
、
日
本
の
伝
奇
伝
承
世

界
に
分
け
入
り
そ
の
小
説
化
を
は
か
っ
た
作
家
と
い
う
意
味
で
、
こ

れ
ら
明
治
初
頭
の
翻
訳
者
た
ち
の
う
ち
な
る
言
語
主
体
の
系
譜
を
引

く
ρ
説
話
体
作
家
。
と
呼
べ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

圃

〈
説
話
〉

F

説
話
体
作
家
。

論
の
な
か
の

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
形
成
が
推
測
さ
れ
る
翻
訳
の
言
語
場

の
〈
説
話
〉
観
、
ま
た
か
説
話
体
作
家
。
的
言
語
主
体
は
、
し
か
し

〈
説
話
〉
の
近
代
に
お
い
て
は
一
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
域
を
出
る
も
の
で

は
な
い
。
江
戸
期
の
物
語
類
が
「
小
説
本
」
と
総
称
さ
れ
る
な
か

(
可
愛
楼
(
渡
辺
)
晴
雪
「
小
説
本
を
読
む
の
得
失
」
〈
『
読
売
新
聞
』
明
治

時

(
H
E
ω
)
年
5
月
白
日
〉
、
宗
像
和
重
「
『
読
売
新
聞
』
投
書
欄
の
近

代
」
〈
「
文
学
」
N
D
O
C
-
-
v

に
紹
介
)
、
翻
訳
の
言
語
場
で
醸
成
さ
れ
た

〈
説
話
〉
観
や
言
語
主
体
は
明
瞭
な
形
を
と
る
前
に
〈
小
説
〉
論
の

喧
燥
に
表
向
き
か
き
消
さ
れ
た
格
好
な
の
だ
。
こ
の
こ
と
は
明
治
ロ

て
れ
ま
〈
〈
わ
ふ
〈
も
の
が
た
り

年
刊
『
〈
欧
州
/
小
説
V

哲
烈
禍
福
語
」
の
角
書
に
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
坪
内
迫
遥
『
小
説
神
髄
』
の
登
場
(
明
治
時
二
宮
ω)
年
草

稿
成
る
。
第
1
1
3
冊
目
明
治
団
年
9
月
、
第
4
冊
日
明
治
四
年
3
月、

第
5
1
9
冊
H
明
治
四
年
4
月
)
。
該
書
に
は
訳
文
引
用
箇
所
に
「
説

話
」
の
語
が
見
え
、
そ
の
一
つ
に
は
「
せ
つ
わ
」
の
訓
も
施
さ
れ
て

い
る
が
、
「
自
来
也
説
話
」
を
『
児
雷
也
物
語
』
と
記
す
迫
遥
に
翻
訳

の
場
の
〈
説
話
〉
観
へ
の
顧
慮
は
な
い
。
彼
は
一
話
さ
れ
た
〈
小

説
〉
を
前
に
し
て
、

H
・
ス
ペ
ン
サ
l
の
社
会
進
化
論
を
背
景
と
し
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た
人
民
啓
蒙
的
な
「
文
学
(
小
説
)
革
新
論
」
の
動
勢
に
応
ず
る
形

で
、
『
プ
リ
タ
ニ
カ
』
「
ロ
マ
ン
ス
」
「
ノ
ベ
ル
」
条
を
参
看
し
つ
つ

「
真
の
小
説
稗
史
(
静
ペ
ル
)
」
日
「
模
写
小
説
(
ア
、
チ
ス
チ
ッ
ク
。

ノ
ベ
ル
こ
を
論
じ
、
各
〈
小
説
〉
の
審
級
を
「
人
情
」
「
世
態
風

俗
」
模
写
の
深
度
如
何
を
も
っ
て
判
定
す
る
(
柳
田
泉
『
「
小
説
神

髄
」
研
究
」
、
鈴
木
登
美
『
語
ら
れ
た
自
己
」
な
ど
)
。
そ
こ
で
は
「
奇

い

た

ん

ら

う

ノ

ペ

ル

異
語
」
(
H
「
羅
マ
ン
ス
」
H
「
荒
唐
無
稽
」
)
と
「
小
説
」
(
H
「
人

情
と
風
俗
を
パ
写
す
」
)
と
の
峻
別
も
な
さ
れ
る
が
、
と
も
に
〈
説

話
〉
の
範
鴎
に
あ
る
か
と
お
ぽ
し
い
「
奇
異
語
」
と
「
浮
へ
イ
プ
ル

(
寓
言
の
書
)
」

E
Z
o
と
を
「
深
妙
の
旨
趣
」
の
有
無
を
も
っ
て

「
其
外
形
ハ
同
う
し
て
其
内
質
ハ
同
じ
か
ら
ず
」
と
し
、
後
者
に

「
猿
蟹
合
戦
の
物
語
」
「
桃
太
郎
の
昔
話
」
「
舌
切
雀
」
「
か
ち
/
¥

山
」
を
数
え
た
り
、
そ
の
「
進
化
変
遷
な
し
た
る
も
の
」
が
「
隠
微

の
寓
意
」
に
「
人
情
」
を
写
す
「
寓
意
小
説
(
酌
ル
レ
ゴ
リ
イ
こ
だ

と
し
た
り
、
ま
た
、
〈
小
説
〉
の
一
つ
に
「
宗
教
小
説
」
を
名
指
し

れ
い
げ
ん
き
り
し
ゃ
う
き

て
「
霊
顕
記
利
生
記
の
た
ぐ
ひ
」
を
挙
例
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

〈
説
話
〉
は
彼
の
〈
小
説
〉
論
に
取
り
込
ま
れ
「
奇
異
語
」
「
小
説
」

説話体作家の登場一一物語としての

の
双
方
に
切
り
分
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

プ
ロ
グ

ν
マ
テ
ィ
ー
タ

問
題
は
、
こ
う
し
た
〈
小
説
〉
論
の
問
題
構
制
が
〈
説
話
〉
の

近
代
に
ど
う
作
用
し
た
か
だ
が
、
『
小
説
神
髄
」
の
掲
げ
る
批
評
指

標
(
「
小
説
の
禅
益
」
〈
高
尚
・
勧
奨
懲
誠
・
正
史
補
遺
・
文
学
指

し
〈
み

標
〉
、
「
脚
色
の
法
則
」
八
日
「
忌
ま
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
病
」

H
荒
唐

無
稽
・
趣
向
一
轍
・
重
複
・
部
野
猿
喪
・
好
憎
偏
頗
・
(
作
者
に
よ

る
主
人
公
の
)
特
別
保
護
・
矛
盾
撞
着
・
学
識
誇
示
・
(
物
語
の
)
永

延
長
滞
・
詩
趣
欠
乏
・
人
物
に
し
て
屡
々
長
き
履
歴
(
筋
)
を
語
ら

し
む
る
事
〉
)
を
軸
と
し
た
〈
小
説
〉
論
は
、
や
が
て
国
文
学
界
に

迎
え
取
ら
れ
て
規
範
化
し
、
説
話
集
を
「
物
語
」
と
称
し
て
〈
小

説
〉
日
〈
文
学
〉
に
取
り
込
み
、
こ
れ
を
抑
圧
す
る
に
い
た
る
。
そ
れ

は
、
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
学
史
」
(
明
治
幻

(
H
S
O
)

年
、
第
六
章
歴
史
体
の
文
)
「
中
等
社
会
以
下
の
、
人
情
風
俗
を
写

し
た
る
も
の
は
、
唯
、
今
昔
物
語
の
類
あ
る
の
み
」
、
「
帝
国
文
学
」

明
治
初
年
1
月
号
所
掲
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
抄
』
『
今
昔
物
語
読
本
」

広
告
、
芳
賀
矢
一
『
国
文
学
史
十
講
」
(
明
治
犯
年
、
第
五
講
〈
中
古

文
学
の
二
〉
)
、
そ
し
て
藤
岡
作
太
郎
「
国
文
学
全
史
l
平
安
朝
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篇
|
』
(
明
治
犯
年
、
第
四
期
平
安
末
期
第
二
章
今
昔
物
語
)
の

「
歴
史
的
正
確
も
存
せ
ず
、
個
人
的
想
像
も
見
る
べ
か
ら
ず
、
し
か

も
こ
の
書
の
貴
ぶ
べ
き
は
、
当
時
の
社
会
の
風
俗
を
見
、
公
衆
の
思

想
を
察
す
る
に
、
重
大
な
る
価
値
を
存
す
る
を
以
て
な
り
。
:
:
:
そ

の
頃
の
小
説
の
資
料
に
供
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
く
、
い
づ
れ
も
文
学

研
究
者
に
大
な
る
趣
味
を
与
ふ
る
も
の
な
り
。
」
な
ど
に
明
ら
か
だ
。

そ
う
し
た
な
か
、
〈
説
話
〉
論
は
、
こ
の
抑
圧
と
は
無
縁
な
場
所
、

す
な
わ
ち
古
典
文
献
学
の
一
領
域
た
る
神
話
学
、
そ
の
一
部
を
構
成

す
る
比
較
説
話
学
の
も
と
で
明
治
初
年
前
後
に
立
ち
上
が
る
が
(
西

尾
光
一
「
説
話
と
説
話
文
学
」
〈
『
国
語
と
国
文
学
」

E
a・
号
、
小
峯
和

明
前
掲
論
文
。
な
お
、
『
帝
国
文
学
」
明
治
犯
年
叩
月
号
の
『
日
本
昔
噺

第
十
三
編
」
書
評
に
「
予
輩
さ
き
に
メ
l
ル
へ
ン
の
棄
つ
べ
か
ら
ざ
る
を

説
き
し
が
」
と
あ
る
。
ま
た
呂
町
民
宮
ロ
と
と
も
に
「
説
話
」
の
訳
語
の

与
え
ら
れ
る
独
語

ω白
唱
は
前
掲
『
プ
リ
タ
ニ
カ
」
「
ロ
マ
ン
ス
」
条
に

も
所
見
)
、
ま
も
な
く
、
国
民
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
成
を
に
な

わ
せ
る
べ
く
将
来
さ
れ
た
国
民
文
献
学
(
上
田
万
年
な
ど
)
に
即
し

て
国
文
学
の
か
新
国
学
e

化
を
す
す
め
た
芳
賀
矢
一
に
よ
っ
て
国
文

学
へ
と
組
み
込
ま
れ
(
明
治
お
年
の
ド
イ
ツ
.
留
学
か
ら
の
帰
朝
後
)
、

以
後
は
そ
れ
へ
の
比
較
説
話
学
研
究
サ
イ
ド
か
ら
の
反
発
、
さ
ら
に

比
較
説
話
学
内
部
の
理
論
闘
争
(
神
話
研
究
と
土
俗
学
・
郷
土
研

究
、
そ
の
内
部
の
見
解
相
違
)
な
ど
を
へ
て
〈
説
話
〉
論
は
多
元
化

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
多
元
化
し
た
〈
説
話
〉
論
と
〈
小

説〉

H
〈
文
学
〉
論
、
さ
ら
に
は
隣
接
学
芸
諸
分
野
を
も
視
野
に
お

さ
め
て
〈
説
話
文
学
〉
論
の
体
系
化
を
企
て
た
の
が
坂
井
衡
平
『
今

昔
物
語
集
の
新
研
究
』
(
大
正
ロ

(
H
S
ω
)
年
)
で
、
そ
の
影
響
下
に

斎
藤
清
衛
「
説
話
文
学
の
本
質
」
(
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
2
3
S吋
)

年
4
月
)
が
書
か
れ
、
次
い
で
『
新
潮
社
・
日
本
文
学
大
辞
典
』

「
説
話
文
学
」
(
島
津
久
基
執
筆
、
昭
和
日
(
H

呂
町
)
年
)
の
〈
説
話
文

学
〉
定
義
が
生
ま
れ
る
。
島
津
解
説
は
同
期
の
柳
田
国
男
の
〈
説

話
〉
論
を
な
か
ば
無
視
し
、
説
話
と
説
話
集
を
分
離
し
て
後
者
に

〈
説
話
文
学
〉
を
認
定
し
た
も
の
だ
が
、
以
来
、
こ
れ
を
是
と
し
た

国
文
学
研
究
は
民
俗
学
と
挟
を
わ
か
ち
、
そ
れ
へ
の
疑
念
の
戸
が
繰

り
返
し
あ
が
り
な
が
ら
も
、
説
話
集
を
主
た
る
対
象
と
し
た
〈
説

話
〉
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
(
『
岩
波
書
庖
・
日
本
古
典
文
学
大

辞
典
』
「
説
話
文
学
」
西
尾
光
一
執
筆
)
。

さ
て
、
こ
う
し
て
〈
小
説
〉

H
〈
文
学
〉
論
の
抑
圧
下
に
〈
説
話
〉

論
が
多
元
化
し
、
〈
説
話
文
学
〉
論
が
模
索
さ
れ
る
な
か
、
芥
川
龍

之
介
が
登
場
す
る
。
泉
鏡
花
に
親
し
み
、
怪
談
・
妖
怪
語
を
好
み
、

「
脚
斎
志
異
』
を
緒
く
少
年
時
代
を
送
り
、
作
家
と
し
て
の
デ
ビ
ュ

ー
を
『
今
昔
物
語
集
』
に
取
材
し
た
「
鼻
』
で
飾
り
、
「
今
昔
物
語

鑑
賞
」
(
「
新
潮
社
・
日
本
文
学
講
座
」
第
6
巻
、
昭
和
2
年
4
月
)
に

「
生
ま
々
々
し
さ
」

Egg--片
山
、
(
野
性
)
の
美
し
さ
」
「
作
者
の
写

生
的
筆
致
」
を
称
揚
し
『
今
昔
物
語
集
』
へ
の
愛
を
語
っ
て
死
に
向

か
っ
た
彼
は
、
明
治
初
期
の
翻
訳
者
や
泉
鏡
花
の
跡
を
襲
う
作
家
と

し
て
、
い
か
に
も
，
説
話
体
作
家
e

と
称
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
か
の

ご
と
く
で
あ
る
。
斎
藤
論
文
は
か
く
い
う
。

現
代
作
家
の
中
で
説
話
文
学
的
の
も
の
を
書
い
て
成
功
し
た
芥

川
氏
の
作
品
な
ど
を
聯
想
す
る
と
面
白
い
。
:
:
:
そ
こ
に
芥
川

氏
の
風
格
の
穆
み
出
て
ゐ
る
点
は
見
逃
さ
れ
な
い
。
:
:
:
内
容

に
も
表
現
に
も
、
著
者
独
特
の
風
格
の
出
る
こ
と
を
何
よ
り
も
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欲
し
い
と
思
ふ
。
こ
れ
が
過
去
の
説
話
文
学
に
対
す
る
第
一
の

不
満
と
共
に
、
将
来
の
説
話
文
学
に
対
す
る
希
望
の
一
端
で
あ

る。

ま
た
、
島
津
解
説
も
「
明
治
以
降
で
は
、
大
正
期
の
小
説
家
芥
川
龍

之
介
を
、
好
ん
で
『
今
昔
」
『
宇
治
拾
遺
』
の
類
に
題
材
を
求
め
た

異
色
あ
る
作
家
と
し
て
特
記
し
て
置
き
た
い
。
」
と
記
す
。
ま
さ
に

，
説
話
体
作
家
e

の
認
証
と
い
っ
た
趣
だ
が
、
〈
説
話
〉
研
究
は
、
こ

の
認
証
と
引
き
替
え
に
〈
小
説
V
H
〈
文
学
〉
論
の
抑
圧
か
ら
解
放

さ
れ
、
以
後
、
「
今
昔
物
語
鑑
賞
」
を
バ
イ
ブ
ル
に
〈
説
話
〉
の

〈
文
学
〉
を
論
じ
、
説
話
集
に
「
著
者
独
特
の
風
格
」
を
求
め
、
そ

う
し
た
研
究
の
〈
文
学
〉
性
を
担
保
す
る
た
め
に
。
説
話
体
作
家
。

の
認
証
を
作
家
た
ち
に
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
ら

あ
ず
か

は
、
お
そ
ら
く
作
家
た
ち
の
与
り
知
ら
ぬ
こ
と
。
芥
川
の
場
合
で
い

え
ば
、
『
鼻
」
の
モ
テ
ィ

1
フ
は
自
己
像
を
め
ぐ
る

S
E
q
の
問
題

領
域
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
〈
説
話
〉
語
り
に
は
な
い
(
後
掲
小
論
参

照
)
。
そ
の
意
味
で
か
説
話
体
作
家
。
は
近
代
に
か
登
場
。
し
な
い
。

登
場
す
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
〈
小
説
〉
論
の
、
し
た
が
っ
て
八
文

学
〉
言
説
の
抑
圧
の
も
と
で
〈
説
話
文
学
〉
を
模
索
し
た
〈
説
話
〉

説話体作家の登場一一物語としての

論
の
近
代
が
創
造
し
た
物
語
で
の
こ
と
だ
。
。
説
話
体
作
家
登
場
。

の
物
語
の
流
通
。
そ
し
て
、
多
元
化
し
た
〈
説
話
〉
論
を
足
場
に

〈
小
説
〉

H

〈
文
学
〉
論
そ
の
他
学
芸
諸
分
野
の
議
論
を
も
組
み
込
ん

で
か
脱
領
域
。
的
な
骨
太
の
〈
説
話
文
学
〉
論
、
否
、
・
〈
説
話
〉
一
論

を
構
築
し
た
坂
井
衡
平
の
仕
事
は
、
八
十
年
間
、
置
き
去
り
の
ま
ま

に
な
っ
た
。

*
引
用
は
『
修
辞
及
華
文
』
『
小
説
神
髄
」
等
H
明
治
文
学
全
集
、
『
流

別
奇
談
」
序
H
石
川
『
明
治
初
期
戯
作
年
表
」
、
『
西
洋
列
女
伝
』
H

『胃
O
E
m自
由
巳

o
z
m
I
(文
学
/
教
育
1
)
』
(
N
C
O
O
-

斗
)
、
『
同
H
(
文

学
/
教
育
2
)
」
(
N
O
B
-
叶

)
:
t
o
z
m
U
2含
え
巧
。
B
E
-
-
H
大

英
図
書
館
所
蔵
本
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
。
な
お
、
大
英
図
書
館

所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
紙
焼
資
料
入
手
に
際
し
、
英
国
国
際

教
育
研
究
所
所
長
・
図
師
照
幸
氏
、
同
所
員
冨
白
円
wzm
巧
白

-zq

氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
お
礼
・
申
し
上
げ
る
。

*
芥
川
「
鼻
」
に
つ
い
て
は
つ
主
体
〈
わ
た
し

y
考
」
(
『
国
語
教
育

研
究
』
位
)
、
「
同
、
続
考
」
(
『
同
』
位
)
、
「
同
、
三
考
」
(
『
論
叢

国
語
教
育
学
』

5
)
に
述
べ
た
。

|
|
広
島
大
学
大
学
院
助
教
授
|
|
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